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 児童が日頃の生活を振り返るとともに望ましい生活習慣につ

いて考え、実践しながらその習慣を身につけていく機会として

数年前から、家庭で取り組む「元気大作戦」の取組を学期に 1 回

実施しています。 

 特に情報活用能力の育成にあたりメディアとの付き合い方は、

情報化が加速する社会の中で、子どもたちには必要な力です。ま

た、低年齢からの過剰なネットとの付き合いがネット依存につ

ながり、健康面はもちろんのこと、注意すると激しく怒ったり、

他のことに興味を示さなくなったりするなど心の面にもマイナ

スの影響を及ぼすことが報告されています。 

 本校の昨年度ア

ンケートでも平日

2 時間以上視聴し

ている児童の割合

は、増加する傾向

にあります。また、「メディア

に対するきまりがあるか」の問

いには「ある」と回答した保護

者の割合に対して「ある」と回

答した児童の割合の方が低く、

家庭でのきまりが児童に定着

していない家庭もあるのでは

家庭と連携して取り組む 「元気大作戦」 

 



ないかと学校運営協議会で話

題になりました。 

 先日の朝会で担当より今年

度の取組について説明を行い

ました。取組の期間は 6月 12

日からの 1 週間です。 

１～３年生は、家庭でとり

くみます。別紙を参考にしな

がら一緒に取組をお願いします。４～６年生は、記入は学校で行

いますが、ご家庭で望ましい生活習慣が達成できるよう声かけ

や励ましをお願いします。そして、この機会をお子さんの最近の

メディアとの付き方や今後の活用方法を考える場として頂けれ

ばと思います。 

ご家庭で心配なことや気になることがありましたら、明日か

らのオープン参観日や個別懇談の際にお気軽にご相談ください。 

 今後、情報モラルについては、学校でも昨年度同様に講師を招

いて市島地域の高学年で学ぶ機会を考えています。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


